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論文内容の要旨
r}ン脂質は極性基と疎水性基とがバランス良く存在する構造により、生体膜の基本構造である脂質二重
層構造を形成している。そのリン脂質の中でもホスブァチジルコリンは、赤血球膜中において一番多くの
割合を占め、他のリン脂質に比べて血小板を活性化させない性質を有している。一方、セグメント化ポリ
ウレタンは、その優れた力学的性質及び比較的良好な血液適合性を併せ持つエラストマーであるところか
ら、抗耐特性材料として種々の構造上の検討等の研究が続けられ、人i血管や血液ポンプ等の蝶々な生体
材料に応用されてきている。従ってリン脂質類似基を導入した機械的強度の大きいポリウレタンを合成す
ることは、血液適合性材料を研究開発する上で非常に意義あることである。これらの観点、から、筆者はポ
リウレタン表面の血液適合性を高める回的で、件ー休膜由来のホスファチジルコリン類似基を有する新規ポ
リウレタンを合成し、その物理化学的性質及び血液適合性について調べた。
本論文の第 l章では、主鎖にホスファチジルコリン類似基を担持したリン脂質化セグメント化ポリウレ
タンの合成を述べた。血小板多血策 (PHP)接触実験を行い、走査型電子顕微鏡により血小板の様子を
観察した結果、個1)鎖に鎖長の異なる長鎖アルキル基を有するポリウレタン類の中で、セチル基を有するポ
リウレタンが優れた血液適合件ーを有することを見出した。第2章では様々なソフトセグメントを闘いた、
側鎖に長鎖アルキル基及び主鎖にホスファチジルコリン類似基を持つリン脂質化セグメント化ポリウレタ
ンの合成を述べた。 PRP接触実験の結果、ボリプタジエン及び水素化ボリイソプレンを用いたポリウレ
タンが他と比較して優れた血液適合性を有ーすることが明らかになった。第3輩ーでは種々のリン脂質類似ビ
ニルモノマー及び多官能性モノマーをグラフト重合したリン脂質化ポリウレタンの合成を述べた。表面分
析の評価より、多官能性モノマーを加えるとグラフ卜重合が促進されることが示された。 PRP接触実験
及び血小板貧血策凝固時間測定実験より、リン脂質類似モノマーをグラフト重合させたポリウレタンは、
本処理のポリウレタンと比較して優れた血液適合性を有することを見出した。また、リン脂質類似モノマ
ーの鎖長の伸長に依存して、血液適合性が向上していることが分かった。第4草では、水素化ポリイソプ
レンをソフトセグメントとして用いたポリウレタンフィルム表面の水両変化及びその表面上へのリン脂質類
似モノマーの表面グラフト重合について述べた。 PRP接触実験によりグラフト重合の反応時間について
検討した結果、 18時間反応させたポリウレタンフィルムが他に比べ優れた血液適合性を有することが明ら
かになった。
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論文審査の結果の要旨
セグメント化ポリウレタンは、人工血管や血液ボンプ等の様々な医用高分子材料に応用されてきている
が、その血液適合性にはまだ問題がある。一応、リン脂質は生体膜の基本構造である脂質二重層を形成す
る成分で、その中でもホスファチジルコリンは他のリン指質に比べて血小板を活性化させない性質を有し
ている。本論文は、医用高分子材料としての、生体膜由来のホスファチジルコリン類似基を有する新規ポ
リウレタンの合成とその物理化学的性質及び血液適合性(抗血小板凝集活'性など)に関する研究を述べた
ものである。
まず、主鎖にホスファチジルコリン類似基を担持したセグメント化ポリウレタンを合成しており、鎖長
の異なる長鎖アルキル基を側鎖に担持させた場合、セチル基を有するポリウレタンが他と比較して良好な
血液適合性を有することを明らかにしている。また、市販の医用ポリウレタンと比較した結果、機械的強
度は劣るものの、血液適合件は優っていることを見い出している。
次に、種々のリン脂質類似ビニルモノマーをグラフト重合したポリウレタンを合成しており、多官能性
モノマーを加えるとグラフト重合が促進されることを明らかにしている。また、リン脂質類似モノマーの
鎖長の伸長に依存して、血液適合性が向上することを明らかにしている。
さらに、効率良く材料表面に多くのホスファチジルコリン類似基を導入する方法を検討し、ポリウレタ
ンフィルムへのリン脂質類似ビニルモノマーの表面グラフト重合を行っており、その結果、重合反応時間
を延ばすにつれて、より多くのビニルモノマーを導入することができ、血液適合性も向上することを見い
出している。
以上のように、本研究ではホスファチジルコリン類似基を導入した新規なポリウレタン類を合成し、こ
れらが良好な血液適合性を有することを見い出している.本論文は医用高分子材料の分子設計及び合成子
法に関して多くの新知見を提供するものであり、高分子化学及び医同工学の発展に寄与するところ大であ
る。よって、本論文の普者は博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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